

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ずもよく示し得てい 夫のあり方として説明された「終わ のない仕事」への没頭 、
この姉弟の会話のすぐ前に描写されてい
る、
＾わたし＞が病室で弟に対して抱く「終わりがないような気
がした。
永返を信じられそうな気がした。」という感情、
変化の
ないものへの快感、
それから得られる安らぎと同種のものであろ
う。
つまり夫も＾わたし＞同様、
研究室での実験という世界の中
へ、
閉じ能り、
自閉してい
る人間と考えてよい
。同種の人間に
よっては＾わたしV
は救われようがないので
ある。
、、、
S
の「筋肉」に
包まれ
て、「肉感的な孤独」
を味わいながら
、、、「無提物のように消らかに生きて」いきたいという矛店に潤ちた
想念、
つまり有機物に抱き取られ、
あくまで有横物としての存在
の孤独の中にうずく
まり
ながら、
焦機物的枇界を求
めるという
＾わたし＞ 矛盾した顧い（「腫瘍のような涙の塊」）を砕
き、
治
かして、
涙として流し出すことを可能にしてくれたものは、
S
の
筋肉に「暖かくて安全で静かで官能的でさえある」力を与える
S
の存在のあり方である。それでは、
Sのあり方とはどの
ようなも
のな か、
彼の吃音りと孤児院で孤児として育った生い立ちがそ
れを説明してくれると思われる。
SはA
わたし＞に弟の病状を説明したいと砲話をして来た最初
のときから少し吃った。
S
が「小さく息を呑んで、
言菜を口の中
に含んでしまうたびに」
、
Aわたし＞は「彼の頬を両手で撫でて、
縮こまっ
た舌をやわらげてあげ
たく
」なる。その
「危なげな」
「喋り方のリズム」には他者を威
圧し、
圧迫するものはない。吃
るg菜は相手を攻繋する武器にはならないのであ
る。Aわたし＞
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は「彼の人柄の良さは全部、
こ
の吃った戌り方に表われている」
ように感じる。
Sは吃音りながら語ることによって、
いはば吃音
．り
のおかげで、
他者と闘争的で い関係を結
ぴ、
相手を係しい気
持ちに瑯き、
柔らかくて暖か
い人間関係
を結ぴ得ると霞って良い
のである。
そして更に、
S
の実存の仕方をよ
り深く決定．つけてい
るのは、
彼の孤児としての＾生＞の体験、
つま
り孤児としての
＾生＞ 意味、
その生活様式であった。
S
は、
教会を孤見院として営む両親によって、
孤児たちの中で
、
他の実際の孤児たちよりもさらに完全な孤児として扱われ
育て
られる。孤児院で 孤児の生活とは
、そ
れぞれに種々様々な事情
を抱えた多くの孤児たちが自分とはまったく異 る生活習恨を持つ他の孤児 ちに囲まれ、
いやおうなくそれら雑多な存在との関
係に組み込ま
れながら他者と共存共生することである。
自らは祁
に孤児であるという事英に強要される孤独を惑じながら、
それ故
にこそ 院からの
がれることはでき
ず、
従って雑多で無秩序な
他者との製和をは り、
自己を制御し、
すべてを受け入れること
を学ぴ、
パランスを取りながら生きることを
、生
きのぴることを
8々の課題として生活している。
つまり、
他者と共布されること
Iイズ
によって、
その雑多の中で初めて存在可能となる生の形態である。
こうした、
他の多様性に窟んだ存在を許容しなければ生きて行か
れない恨界での生活経験が、
S
のあり
方を本源的に支える孤児と
しての＾生＞である。
この経験はまた、
Sの実際に即した梢朗な力弛いあり方をも決
定づけている。弟の行甜に不安を柄る＾わたし＞に「抽象的な考ぇ方から出 来 粘論は
、や
っばり抽象的なもの
で、
それじゃあ
自分を納得させるのに力不足」であると111心告する
S
は、
幣に具体
的にものごとを捉え、
説明する。
目の前に起こっているこ
とをそ
のまま事実として受 入れて対処し、
そこに従示されたものごと
だけを見据えて、
自分の態度を決定することができるのである。
従って、
唐突に「抱いて欲しい」とrlJし出た
Aわたし＞に対して
も、
S
はAわたし＞が共体的に「答えられることしか開か」ない。
つまり
S
が多様な他者の一人としてAわたし＞をあり
のままに受
け入れてくれるために、
Aわたし＞は「立ちすく」まずにすむの
である。
この
S
のA生Vは、
熊秩序に況乱した犀親との生稲を鎌
悪し、
自閉した変化のない
他界で無機物のように生きて行きたい
とする＾わたし＞のA生＞の対極に位骰するものであろう。
こう
した＾生＞を持つ
S
によってAわたし＞ははじめて慰められ、
救
われるのである。
S
という｀
暖かみと「人の良さ」を持った、
他者のA慰め＞とな
り得る存在を可能とする木源であると
ころの、
彼の狐児としての
＾生＞、
その本源を生み出した故郷の孤児院へ、
Sは都心の大学
甜院をゃめて帰って行く。
孤凡院での＾生＞とは種々雑多な多椋
な朴在をありのままに認め、
そのままで受け入れる党容さの上に
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成り立つものであり、
首い換えれば、
他（者）に向かって開かれ
た机界としてのA生＞である。
一方＾わたし＞が柄出で求めた完
9イズ
挽な、
熊機物のようなA生＞とは、
雑多をダストポックスヘ捨
て
．
去り、
認めない、
閉じられた批界としてのA生＞である。
この閉
じられた枇界を志阿しながらも、
粘局は開かれた批界を持つ他者
によって救われる＾わた ＞の姿は
近代工業の生み出す酉一化
された摂傷、
無凶なものを正しい良いものとして、
求め、
それか
らはず るものを切拾て という生活をしている現代人への、
人
・間の具体的なA生＞とはそうしたものとは対極にあるものだということ、
換酋すれば、
自然があらゆるものを包容
して
いるように
雑多を許容して初めて幾かな暖かいもの なるということを知らせる、
自然から切り雄された我々現代人への密告ではないだろう
゜
ヵ.• 
（l)朝日新
uu
「泄柑．賭liあらう考�」(-九九0•四・七）。一
九九0年六月の介敷市民会館における餃柑会で、
中原省五氏によっ
て
「
完lltUな射究」が取り上げられた烈に、
同氏によって教示された
ものである。
(2)「完翌な刹究
J
所収（一九八九・九
福武柑店）
(3)鈴木水夫「閉された甘Rlt•日本腑の世界」（新潮社）参煎
（岡山商科大学助教授）
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